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福岡県宗像市で RESASを活用した政策立案ワークショップを開催しました 

 

令和３年１２月 

内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局 

内閣府地方創生推進室 

経済産業省九州経済産業局 

 

福岡県宗像市にて、産業振興及び地方創生に携わる職員を中心に、「地域経済分析シ

ステム（RESAS）」を活用した政策立案ワークショップを下記のとおり開催しました。  

農業、水産業、観光業の産業分析の専門家である東京農業大学の堀田和彦氏の協力を

得て、宗像市の地域産業における課題を抽出し、意見交換を行いました。これを通じて、

宗像市の今後の産業政策の企画・立案の在り方を考える契機となりました。 

記 

 

１．テーマ：地域産業（農業・水産業・観光業）の高付加価値化に係る施策について 

２．日 時： 令和３年７月１日（木）10時 00分～12時 00分 

３．会 場： 宗像市会議室（オンライン） 

４．主 催：宗像市 

５．参加者： 

 ・宗像市職員 15名 

産業振興部長 

商工観光課 

農業振興課 

水産振興課 

商工観光課産業政策室  

 ・東京農業大学 教授 堀田 和彦氏 

 ・内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局 4名 

 ・経済産業省地域経済産業グループ地域経済産業調査室 2名 

 ・経済産業省九州経済産業局地域経済課 5名 

 合計 27名 
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６．議事次第 

① 宗像市職員によるリーサス分析結果発表 

② 有識者によるデータ分析と意見 

③ 政策ディスカッション 

 

（１）ワークショップ実施の背景 

 

● 宗像市は、福岡市と北九州市の両政令指定都市の中間に位置し、北は玄界灘に面

し、三方向を山に囲まれ、市中央を釣川が貫流する地理的条件であり、世界遺産を

核として、歴史ある寺社や唐津街道の町並み、玄界灘の海の幸、さつき松原など、

歴史、文化、食、自然といった観光資源に恵まれている。 

● しかし、一次産業においては高齢化と新たな担い手不足に伴い、全体的に経営体

数の減少が進んでいる。農山漁村の雇用の確保のため、農山漁村の豊かな地域資源

を活用した新たな付加価値を生み出し、生産者の所得向上に結び付けることが重要

である。 

● このような背景を踏まえ、それぞれの産業の活性化を図りながら、産業間、事業

者間での取引を促進し、域内の経済循環を促進するとともに、域内の取引で付加価

値を高めた商品・サービスを域外に発信し、域外からの資金流入を増加させていく

取り組みが求められる。 

● このような問題意識のもと、地域の稼ぐ力を引き出し、持続可能な産業の確立を

目指すべく、今後の宗像市のとるべき施策を検討するワークショップを開催した。 

 

（２）分析手法 

● RESASを用いて、人口推移、産業構造の特徴等を把握。 

● 農業・漁業について、国、福岡県、及び類似自治体（福岡県糸島市他）と比較し、 

強み、弱みを把握。 

 

（３）宗像市の現状と課題 

（人口減少等の現状） 

● 宗像市の人口は、1980 年以降増加していたが、2020 年をピークに減少に転じる。

96,516人（2015年）から 2045年には 88,947人と 7.8％減少すると推定されている。 

● 宗像市には2つの大学が立地していることから就職のタイミングで人口が減少し

ている。しかし、ファミリー層については順調に転入している。 

● 福岡県内の市町村からの転入が多く、全体として転入超過となっている。転出先

は、福岡市が最も多く、次いで隣接自治体である福津市となっている。 

● 宗像市の目的地検索をみると、「宗像大社」が最も多く、次いで「道の駅むなか
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た」が多い。福岡県内での比較においても、「宗像大社」は3番目、「道の駅むなか

た」は13番目となっている。 
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（農業・漁業の現状と課題） 

● 宗像市の産業については、企業数、従業員数、売上高の各指標で三次産業の割合

が最も高い。一次産業の割合は各指標で約1%と低い。 

● 品目別農業産出額については米の割合が高く、米・野菜・肉用牛で全体の約８割

を占めている。 

● 水産業や農業は特化係数が高いものの、域外からの所得を獲得できておらず、農

業に関しては域外に所得が流出している。 

● 65歳以上の農業従事者の割合が増加しており、県平均を上回っている。2005年か

ら2015年への変化率をみると、65歳以上が6.8ポイント増加。県、全国と比較して

も変化率が高く、高齢化が進んでいる。 

● 漁業従業者の年齢構成は、県、全国と比較すると若年層の割合が多いものの、65

歳以上の割合が増加している。（65歳以上の割合 2008年：21%、2018年：29%） 
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（４）有識者による分析 

● 宗像市は、福岡市、北九州市からの典型的な日帰りスポット。宗像大社と道の駅

むなかたは、非常に多くの人が来るが、まだ少ないのではないか。海浜コース等、

宗像市自体をもっと見て回るといったことを考えるともっと良いのではないか。 

● 現代の若い人は、SNSや雑誌などをみて遊びに行く。インスタ映えする景観があ

ればどこにでも行く。宗像市は宗像大社のみならず、海岸線が非常に美しく、恵ま

れた自然資源は豊富であり、こうしたインスタ映えする場所をもっとPRできない

か。地元の美しいところ、映え景観を発見する、開発するという発想があっても良

いのではないか。 

● 農業生産は米が中心だが、特筆すべきは肉用牛生産額が福岡県の中で相対的に多

いこと。宗像市といえば安くておいしい肉やアナゴ丼が食べられるとか言ったイメ

ージを作ることを地域の飲食店と連携してできないか。生産者自らするのは難しい

ので、地域の飲食店と連携することで観光との連携も深まる。 

● 観光農園について、家族層の潜在ニーズはかなりあるはず。宗像市として観光農

園プラス半農半Ⅹを支援する自治体としてアピールしてはどうか。東京周辺では同

様の取組が多く見られており、福岡県から東京に出て、福岡県に戻りたいと考えて

いる人にアピールする、ということも考えられる。高齢の農業就業者の方々に野菜

作りのコーチになってもらい、体験農園の整備を積極的に進められてはどうか。転
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入転出の理由では転職・転勤が多く、福岡市等近隣からの流入だけでなく、関東、

関西からの子供連れ家族の転勤者などを対象とした定住促進にもつながるのではな

いか。 

 

（５）質疑応答・ディスカッション・解決策の検討 

● 糸島市と比較しているが、糸島市の良い点等を聞きに行くなど、情報収集する

と、色々な発見があると思う。 

● 実施の担い手を誰にするのかをある程度想定してフォーメーションしていくこと

が大事である。 

● まずは地元の食材を直売所経由で学校給食へ供給することから始めるというのも

あるのでは。食材の提供についても、すべての野菜ではなく、分散せずに集中して

いくのが良いのではないか。 

● 観光農園、体験農園とかなかなか難しいである。すすき牧場のようにブランディ

ング途上であるが、知っている人は知っている牧場も市内には存在しており、まず

は農家に視察に行くところから始めるのが大事ではないか。家族層の注目が集まれ

ば、より回遊してもらえるだろう。 

● 若手中心となり現場に落としていく。インスタ等の件は具現化する。 

 

（６）宗像市による政策提案 

 

① 持続可能な一次産業の確立 

世界遺産、農業、水産業、及び体験による宗像市の魅力を発信するとともに、体

験を通じた産業の高付加価値化による一次産業の所得向上、担い手の育成を図る。 

 ・宗像でやってみタイ（農業体験） 

 ・宗像に住んでみタイ（ワーケーション） 

 ・宗像を届けタイ（宗像 BOX） 
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② 地域産品の高付加価値化にともなう消費の拡大 

 宗像市内の直売所に出品されている農水産物を飲食店等に直接配送する仕組みを

構築し、宗像産農水産物の活用促進と宗像産 PRの拡充を図る。 
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